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まちの話題

お知らせ

玉黄金

12 月号の主な内容
　島の子供たちに奄美の海の素晴らしさを

知ってもらおうと企画された「海洋教育プロ

ジェクト 見てみよう！わきゃ海」が芦徳集

落で行われました。町内外から参加した中学

生 20 名はダイビングを通して奄美の海を体

感しました。（詳細は４ページ）

芦徳体験ダイビング

Public Relations TATSUGO TOWN
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　龍郷町では西郷どん PR 活動の一環として西郷ど

んデザインの年賀状を作成しました。大勝郵便局の

重原幸和局長より「鹿児島県で明治維新１５０年記

念切手が作られたのを見て、奄美でも西郷どんに向

け、独自の取り組みができないか。」と龍郷町へ提

案があり企画されました。この年賀状は町内各世帯

へ２枚ずつ配布されました。

　11月 26 日に手広海岸で第１回ビーチグラウンド

ゴルフ大会が行われました。主催はグラウンドゴル

フ愛好者など有志で組織されたビーチグラウンドゴ

ルフ手広実行委員会。砂浜の素晴らしい景観を楽し

みながら健康づくりができないかと企画されまし

た。当日は約50名が参加し、思うように飛ばないボー

ルに苦戦しつつ、普段と違うプレイを楽しみました。

　11月 28日にりゅうがく館で平成 29年度奄美５市

町村老連ゆめ・ときめき活動推進セミナーが開催さ

れました。当日は奄美市、大和村、宇検村、瀬戸内町、

龍郷町の５市町村から約２３０人が参加し、日頃の

活動や思いを語り、各老人クラブ連合会の活性化に

向けて気持ちを新たにしました。

西郷どんデザイン年賀状
町内各世帯へ配布

手広ビーチ
グラウンドゴルフ大会

奄美５市町村老連
活動推進セミナー開催

町長室にて（右：年賀状デザイン）

砂地に苦戦しながらも楽しみました。

会場一杯の参加となりました。

Tatsugo  Town  Topics

～最近の「まちの話題」～
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題を紹介し

ます。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場企画観光課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成 29 年 11 月末現在

世帯数

人　口

男

女

前月比

3,053

6,047

2,925

3,122

+9

+3

-1

+4

▲

▲

▲
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　12 月３日にりゅうゆう館で高齢者が健やかに暮

らせるまちづくりを考えるシンポジウム「わきゃし

まどぅくさネット・むんばなしのゆらい」が行われ

ました。パネルディスカッションでは集落での高齢

者活動について事例発表があり、肩たたき体操の実

演などが行われ、来場者約２９０名は楽しみながら

健康づくりについて学びました。

　12月５日に奄美自然観察の森で寄生植物「ヤッコ

ソウ」の開花が確認されました。名前の由来は大名

行列の「奴（やっこ）」に似ているため。自然観察の

森指導員の川畑力さんは「今年は冷え込みがあまり

なく、例年より開花は遅れている。自然観察の森内

の地面に群生する箇所もあるので、踏まないように

周囲に注意して観察してほしい」と語りました。

　11月 24 日に鹿児島県優秀教職員に龍北中学校の

宮内正智教諭が選ばれ、12月６日に受賞報告のため

りゅうがく館内の教育長室を訪れました。宮内教諭

は「私一人ではなく学校全体で実践していた指導が

評価されたと感じています。今後も生徒一人一人と

対話する学習指導を心がけていきます。」と語りまし

た。

　12月５日にりゅうがく館で、テレビ番組「笑点」

などでおなじみの落語家、三遊亭円楽さんによる「笑

いと健康」と題した宝くじ文化講演会が行われまし

た。当日は約５００人が来場し、開場前から長蛇の

列を作りました。講演会では健康的な人生を過ごす

上で笑いの大切さについて解説。軽快でユーモア溢

れるトークに会場では笑い声が絶えず響きました。

いつまでも生き生きと
わきゃしまどぅくさネット

奄美自然観察の森
ヤッコソウ開花

県優秀教職員表彰
龍北中学校宮内教諭

「笑いと健康」
三遊亭円楽講演会開催

肩たたき体操を行う来場者

奄美自然観察の森「ヤッコソウ」

受賞報告に教育長室を訪れた宮内教諭

講演を行う三遊亭円楽さん

▲

▲
▲

▲
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海洋教育プロジェクト

見てみよう！わきゃ海
　１２月３日に芦徳集落で「海洋教育プロジェクト　見てみよう！わきゃ海」と題し、ダイビング体験

企画が行われました。「地元の子供たちがダイビングをする機会がほとんどない。奄美の子供たちにこそ、

島の海の素晴らしさを体感してほしい。」との思いから、町内のホテル「ネイティブシー奄美」の里井

大起さんと地域おこし協力隊の村上裕希さんが企画し、町ダイビング事業者組合や芦徳集落の支援を受

け実現しました。開催資金はインターネットで支援者を募る「クラウドファンディング」を利用し、全

国から集まった善意によってまかなわれました。

　町内外から２０人の中学生が参加し、前半はダイビング、後半は芦徳公民館で奄美海洋生物研究会の

興克樹さんによる奄美の海の現状等について講演会が行われ、参加者は島の海の魅力を体感しました。

・町ダイビング事業組合

から「ネイティブシー奄

美」と「リラックスダイ

ビング」の皆さんがイン

ストラクターとして参

加。酸素ボンベの使用方

法やダイビングを行う上

での注意点等の指導にあ

たりました。
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・ダイビングは８チームに分かれ、１

回約４０分間の海中散歩を楽しみまし

た。普段の海では見かけない生き物も

観察でき、美しい奄美の海を体験した

参加者からは、「全てが初めての経験

で世界観が変わりました。」「とても楽

しかったです。自分が島外に出たとき

に島の魅力を語れるようになりたいで

す。」といった感想が挙がりました。

・興さんによる講演会では「わきゃきょ

ら海の今」と題し、サンゴの白化現象

など奄美の海の現状について解説。参

加者はこれからの課題と海について知

識を深めていきました。

　地域おこし協力隊の村上さんは「参

加した人たちが、これから生活を築い

ていく中で少しでも自分たちが住む島

への理解が深まれば幸いです。次回も

開催したいです。」と語りました。



広報たつごう　6



7　広報たつごう



広報たつごう　8

中
で
長
い
期
間
生
存
す
る
た
め
、
一
度

発
生
す
る
と
根
絶
が
困
難
で
す
。

※
種
馬
鈴
し
ょ
検
疫
の
こ
と
や
合
格
証

票
が
無
い
種
イ
モ
が
販
売
さ
れ
て
い
た

場
合
は
次
の
植
物
防
疫
所
ま
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

　

農
林
水
産
省

　

門
司
植
物
防
疫
所　

国
内
検
疫
担
当

☎
０
９
３-

３
２
１-

２
８
０
９

　

鹿
児
島
支
所

☎
０
９
９-

２
２
２-

１
０
４
６

住
宅
地
等
の
農
薬
使
用
に
つ
い
て

　

学
校
、
保
育
所
、
病
院
、
公
園
等
の

公
共
施
設
、
街
路
樹
、
住
宅
地
と
こ
れ

に
近
接
す
る
土
地
、
住
宅
地
に
近
接
す

る
森
林
等
（
以
下 

「
公
園
等
」
と
称
し

種
馬
鈴
し
ょ
検
疫
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

種
馬
鈴
し
ょ
検
疫
（
種
イ
モ
検
査
）

と
は
、
種
イ
モ
を
通
し
て
広
が
る
ジ
ャ

ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
等
の
病
害

虫
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
主
要
な
生
産
地

で
あ
る
11
道
県
で
植
物
防
疫
官
が
検
査

す
る
も
の
で
す
。
病
害
虫
が
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
種
イ
モ
に
「
合
格
証
票
」

を
添
付
し
て
お
り
、
11
道
県
で
生
産
さ

れ
た
種
イ
モ
は
、
こ
の
証
票
が
無
い
と

販
売
で
き
ま
せ
ん
。
合
格
証
票
が
添
付

さ
れ
た
種
イ
モ
を
使
用
ま
た
は
販
売
し

ま
し
ょ
う
。

▼
主
な
病
害
虫

　

・
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
及

び
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
は
、
根
に
寄
生
し
て
養
分
を
吸
収
す

る
た
め
収
穫
量
が
低
下
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
農
薬
が
効
き
に
く
く
、
土
壌

ま
す)

、
及
び
住
宅
地
に
隣
接
し
た
家

庭
菜
園
・ 

市
民
農
園
を
含
む
農
地
の

管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境
省
の
公
園

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
し
て
農
薬
の
飛

散
を
原
因
と
す
る
、
住
民
や
子
ど
も
等

へ
の
健
康
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
農

薬
を
使
用
し
な
い
管
理
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
農
薬
を
散
布
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
で
も
、 

農
薬
の
飛
散
防

止
に
努
め
る
な
ど
、
十
分
な
配
慮
を
し

ま
し
ょ
う
。

▼
農
薬
の
飛
散
防
止
に
気
を
付
け
る

　

農
薬
の
散
布
は
、
風
が
無
風
か
弱
い

と
き
に
行
う
な
ど
、
天
候
や
時
間
帯
を

選
ん
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
粒
剤
等
飛
散

が
少
な
い
農
薬
や
、
飛
散
を
抑
制
す
る

ノ
ズ
ル
を
使
用
す
る
な
ど
、
散
布
作
業

中
は
、 

風
向
き
や
ノ
ズ
ル
の
向
き
等
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

農
林
水
産
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
２
４

１
月
無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共

同
で
開
催
し
て
お
り
、
龍
郷
町
民
の
方

に
つ
い
て
も
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

①

 

　

　

で
き
ま
す
。

※
要
電
話
予
約
（
先
着
順
）

･

11
日
（
木
）
大
倉 

克
大 

弁
護
士

（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分
）

･

18
日
（
木
）
早
瀬 

弥
恵 

弁
護
士

（
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分
）

･

25
日
（
木
）
下
之
園 

優
貴 

弁
護
士

（
午
前
11
時
～
午
後
12
時
、

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分
）

◇
ひ
と
り
30
分
（
続
け
て
の
申
し
込
み

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

奄
美
市
役
所

　
　

市
民
協
働
推
進
課
市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７-

52-

１
１
１
１

（
内
線
１
７
１
６
）

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
は

「
あ
っ
せ
ん
」
で

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
個
人

と
事
業
主
と
の
間
に
生
じ
た
労
働
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
、
双
方
の
主
張
が
対

立
し
自
主
解
決
が
困
難
と
な
っ
た
事
案

の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
、「
あ
っ

せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

解
雇
、
雇
止
め
、
配
置
転
換
、
パ
ワ

ハ
ラ
な
ど
の
問
題
を
、
あ
っ
せ
ん
員
（
公

益
・
労
働
者
・
使
用
者
委
員
）
が
公
平
・

根に寄生した状態

（黄色の丸い物質）
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
11
月
届
出
】

森
山　

蔵く
ら
の
す
け

之
助

園
山　

モ
ナ

大
茂　

真し
ず
く珠

濱
島　

結ゆ
あ愛

前
田　

藍あ
い
の
す
け

之
介

　

（
敬
称
略
）

赤
尾
木

浦瀬
留

芦
徳

中
勝

保
護
者
名

豊
生

大
助

真
言

靖
浩

圭
祐

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
11
月
届
出
】

中　

オ
キ
エ

前
島　

か
を
り

森
田　

吉
臣

平　

シ
ゲ
子

松
原　

イ
チ
エ

則
岡　

佳
公

（
92
）

（
56
）

（
88
）

（
97
）

（
91
）

（
78
） 　

　
　

（
敬
称
略
）

浦
（
愛
寿
園
）

屋
入

秋
名

浦
（
愛
寿
園
）

浦
（
愛
寿
園
）

久
場

中
立
な
立
場
で
労
使
双
方
か
ら
お
話
を

伺
い
、
歩
み
寄
り
に
よ
る
円
満
な
解
決

が
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。
労

働
者
、
事
業
主
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
申

請
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

【
無
料
、
秘
密
厳
守
】 

▼
相
談
・
申
請
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

▼
あ
っ
せ
ん
申
請
方
法

　

県
労
働
委
員
会
に
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
県
庁
15
階
）

☎
０
９
９-

２
８
６-

３
９
４
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９-

２
８
６-

５
６
５
３

65
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

【
対
象
者
】
65
歳
以
上
の
方

【
接
種
期
間
】

　

平
成
30
年
１
月
31
日
ま
で

【
持
参
す
る
物
】

・
接
種
料
１
，
０
０
０
円

（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票

※
対
象
者
に
は
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
接
種
方
法
】

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
準
備
が
あ
る
た
め
、

必
ず
受
診
前
に
予
約
を
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
４
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日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

3（水）  成人式 9：30
りゅうゆう館

4（木）  消防出初式 13：00

5（金）
 西郷南洲顕彰新春書き初め大会 8：30

りゅうがく館
 でぃでぃクラブ 13：30

7（日）  西郷南洲祭奉納剣道大会 9：30 りゅうゆう館

11（木） 1 歳 6 か月児健康診査 12：30
 どぅくさぁや館

12（金）
 かめのこクラブ 10：00

 でぃでぃクラブ 13：30 りゅうがく館

15（月） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 どぅくさぁや館

16（火） じゃがいも会 13：30 赤尾木地区

17（水） 母子歯科相談 13：30 どぅくさぁや館

19（金）
 でぃでぃクラブ 13：30 りゅうがく館

 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00

どぅくさぁや館
22（月） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00

24（水） お腹スッキリ運動教室 19：30

25（木） 2歳半・5歳児歯科健診 13：00

26（金）
でぃでぃクラブ 13：30 りゅうがく館

 かめのこクラブ 10：00
どぅくさぁや館

29（月） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00

１

月

行

事

予

定

表

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

１
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

時
間
…
午
後
２
時

※
18
日
中
勝
は
正
午
よ
り
開
始

場
所
…
各
集
落
公
民
館

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

②

 

　

　

楽らく体操 龍郷       毎週木曜 午前 10 時

楽らく体操 秋名・幾里 毎週木曜 午後 ２時

楽らく体操 上戸口　　 毎週火曜 午後 ２時
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平成 30 年度「龍郷町放課後児童クラブ (学童保育 )事業」募集について 

　４月から町内の小学校 1 年生から６年生までの児童を対象に、 放課後や長期休業中に、保護者

が昼間、家庭に居ない場合に、適切な遊びや生活の場を与え、児童の育成支援を行う放課後児童ク

ラブ (学童保育 )事業を実施し、 利用を希望される児童を募集致します。 

▶対象児童

　保護者が労働等により、昼間、家庭に居ない町内に居住する小学生を対象とします。ただし、疾

病等により集団保育できない児童は対象外です。

▶実施事業場所

　　大勝学童（大勝小学校内）（大勝・戸口小学校の児童）

　　瀬留学童（旧龍瀬保育所跡）（赤徳・龍瀬・龍郷…などの小学校児童）

▶実施時間

　　　授業のある日（平日）は、下校時刻から午後６時まで

　　　授業のない日（長期休業等【月曜日から土曜日】）は、午前８時から午後６時まで

▶問い合わせ先

　龍郷町役場　町民税務課　☎０９９７-６９-４５１７

受付期間　平成３０年１月１５日（月）～２月１６日（金）まで

募集人数　各学童　定員４０名※新１年生を対象に、後日説明会を開催いたします。

★「学生納付特例制度」

　学生の方は、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。対

象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修

学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

★「納付猶予制度」

　学生でない 50 歳未満のかたで、ご本人及び配偶者

の所得が一定額以下の場合に国民年金保険料の納付が

猶予される制度です。

【お問い合わせ先】

奄美大島年金事務所…☎ 0997-52-4341

（アナウンス後、１番→２番）

役場　町民税務課……☎ 0997-69-4517

２０歳になったら国民年金
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いわきり　ひかる

Ｈ 28.12.12　生

母 ゆりか  瀬留

岩切　晄 くん

 おおしげ　 そうま     　　

Ｈ 28.12.16　生

父 真尚 /母 ゆうき 上戸口

大茂　奏真 くん

満一歳になりました。

この子たちに誇れる町を

みんなでつくりましょう。

うがみんしょうらん！
　協力隊の村上です。１２月号ということで２０１７年の最終号ですが、

皆さんにとって２０１７年はどんな１年だったでしょうか？私にとっては、大きく人生

が変わった、とても刺激と実りが多い１年でした。

　協力隊に着任したのは、２０１６年１１月、移住してからのこの１年間、この仕事に

携わることが出来たお蔭で、人生がとても豊かになっていると感じています。自分の人

生や家族、仕事、そして地域の将来について、ここまで向き合える仕事になるとは想像

以上でした。仕事については、前職でも、迎える年や将来の目標を毎年立てていたもの

の、そこに書かれた内容はプライベートとの繋がりは見え辛く、全くの別物のようでした。

しかし今は、この仕事を通して貢献したいことは、密接に人生の目標や目的とも繋がっ

て、同じ線の上にあります。この感覚はとても幸せなことです。１２月３日に実施した、

海洋教育プロジェクト「見てみよう！わきゃ海」もそんな思いと繋がった結果、活動し

ている１つのことで、こらからも続けていきたいと思っています。日々、協力隊になっ

て本当に良かったなと感じていますが、今はまだ動き始めただけで実績が伴っていませ

んので、龍郷町に貢献できる様、２０１８年はより一層頑張りたいと思います。

　末筆ながら、龍郷町の皆様には２０１７年は様々な形でご支援頂き、有難うございま

した。２０１８年も龍郷町地域おこし協力隊をよろしくお願いします。

龍郷町地域おこし協力隊コラム

協 力 隊 通 信


